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太陽コンサルタンツ株式会社は､杜B]法人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADC

A)の補助金を得て､ 1992年10月4日から10月17日までの14日間､中華人民共和国内蒙古

自治区の毛烏素(モウソ)砂漠の農業開発計画に関する事前調査を行った｡

毛烏素砂漠は隣接する庫布斉(クプチ)砂漠とともに､近年激しく砂漠化の進行した地

域で､ 1950年代から1970年代末までの25年間に､ 12, 900kni2程度だった砂漠面積が41,000kd

まで拡大したといわれる｡

こうした事態に直面して､中国政府と内蒙古自治区政府は､砂漠化進行の原因となった

無秩序な農地拡大や過放牧を規制するとともに､砂漠の拡大･砂丘の移動を防止するため

の防砂林･防風林の造成を先行させながら､荒廃草地の植生回復,人工草地の造成さらに

地下水利用による雇概農業と収益性の高い作物の導入まで､総合的な農業･農村開発に取

り組んでいる｡

本調査は､ 1986-1991年の6ケ年にわたって､鳥取大学その他の日本の大学と毛烏素沙

地開発室治研究中心との問で行われた学術共同研究が成果を収めた後で､今後さらに具体

的な農業開発を推進するための事前調査として要請を受け､実施したものである｡

調査に当たっては､在中国大使館の佐藤勝彦一等書記官, J I CA中華人民共和国事務

所の藤谷浩重民に､懇切なご指導を賜った｡ここに､厚く謝意を表したい｡

1993年3月

太陽コンサルタンツ株式会社
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1.経緯･背景

中国内蒙古自治区には11の砂漠があり､その総面積は202, 500kh2で､全土地面積の
モ ウ

17%を占めるが､うち約40, 0000k創ま1960年代以降に拡大したものである｡特に毛鳥
ソ タ ブ ナ イタシ■ウメイ

莱,庫布斉の2砂漠を抱える伊克昭盟は､砂漠化の激しい地域として知られ､中華人

民共和国成立時には12, 900ka程度だった砂漠面積が1950年代後半から1970年代末まで

の約25年間に現在の41, 000kzD2に急激な拡大をみたといわれる.

こうした状況に対処するため､中国政府は1970年代中期に新彊から内蒙古を経て東

北地方に至る砂漠化地域に｢緑の長城+を築く大植林計画､いわゆる｢三北(西北,

華北,東北)防護林体系+を策定し､ 1979年から実施に移した｡この計画は､砂漠化

防止と植生回復のため､防砂林･防風林の造成を先行させながら､過放牧抑制のため

の人工草地造成,水源開発と遵概農業開発なども含む総合的な計画として進められて

いる｡

イタシtウメイウーシン キ ト ク ス ム

このような中で､内蒙古自治区政府は､ 1983年,伊克昭盟鳥審旗図克蘇木地区に毛

鳥素沙地開発整治研究センターを設置して､砂漠化防止と合理的な農業･畜産利用の

技術開発に着手した｡

同研究センタ-は1986-1991年の6ケ年にわたり鳥取大学を中心とする日本の12大

学との共同研究を行い､ ”第･8次5ケ年計画”において毛烏素砂漠が砂漠化防止拠点

の一つに指定されたのを受け､植林による移動砂漠の固定化技術､人工草地開発技術､

井戸揚水雇概によるとうもろこし,牧草生産技術の基本を確立し､一部牧畜農家-の

普及に移している｡さらに､研究センターでは虐政による野菜･果樹の栽培､優良牧

草の収量性向上､乾草及びサイレージ等の技術開発も試験的に行っている.

しかし､圃場整備技術､土壌改良技術､雇概技術等でいっそうの技術開発が必要で

あり､また鳥取大学等との共同研究が基礎研究中心であったことから､今回農村開発

面を主にした調査を要請されたものである｡



2,地区の概要

2-1事業対象地区の位置と特質

事業対象地区のある鳥審旗図克蘇木地区は､内蒙古自治区の黄河以南を占める伊

克昭盟に含まれ､鳥審旗は盟の南東部､毛鳥素砂漠の東部に位置する0
トンシ)ン フ フ ホ ト

図克蘇木は､盟の首都である東勝市の南西約150血,自治区の首都呼和浩特市か

らは約400kmのところにある毛鳥素砂漠の代表的な地点で､内蒙古の毛鳥素沙地開

発整治研究センターが置かれているo

伊克昭盟は全体として砂漠化が激しく進行した地域であるが､その中でも鳥審旗

は特に砂漠化の著しい地域である(表1) 0

表1伊克昭盟の各旗ごとの砂漠化面積

砂`浜名 旗名 全面積 強度砂漠化面積 強度砂漠化面積

(kd) (kh2) 率(%)

毛鳥素砂漠
鳥審 12,061.5 5,685.9 47.1

郡托克前 10,474.6 4,197.4 40.0

郡托克 21,547.2 4,013.0 18.6

伊金零落 5,810.5 2,019.4 34.8

庫布斉砂漠
抗錦 18,518.3 7,764.1 41.9

准格ホ 7,478.6 1,422.2 19.0

蛙琵琶
8,282.2 2,176.9 26.3

2,213.4 387.3 17.5

伊克昭盟合計 86,386.3 27,666.2 32.0

出 典:公元2000年的内蒙古､内蒙古人民出版社(1988)

2-2 地形･地質

毛鳥素沙地開発整冶研究センターの試験用地8, 714haでの調査によると､標高は

1, 200 -1, 350mのほぼ平坦な地形で､中世代砂岩の風化土の上に大小の砂丘列が存

在している｡半月型砂丘が北西風方向と直角に連続しており､砂丘の多いところで

はチェーン状に連なる｡砂丘の構成成分は､直径0.2 -0.3mmの砂が主である｡砂

丘と砂丘の問の丘間低地の土壌は砂質草原土､沼沢草原土､アルカリ沼沢草原土等



で､ 0.01m以下のシルト成分が13-20%と比較的多く､有機物含量も0.2 -1.2

%と割合に高い｡羊は主にここで放牧される.研究センター試験地の地形区分では､

移動砂丘地65%､固定･半固定砂丘地35%､丘問低地10%である｡

2-3 気象･水文

図克蘇木地区の気象は､研究中心の最近5ケ年間の観測結果によると､表2の通

りで､冷温帯半乾燥気候に属する｡

表2 図克蘇木地区の気象条件(1987-1991年平均)

平均気温 最高気温 最低気温 降水量

(oC) (oC) (oC) (mm)

1月 -10.0 -2.2 -18.0
4.3

2月 -6.3
1.0

-13.6
3.2

3月 -0.3
6.6

-6.8
33.5

4月 8.3 15.4 0.8 13.4

5月 14.4 22.2 7.1 31.7

6月 1■9-.1 26.2 12.0 24.1

7月 22.0 28.7 15.1 94.0

8月 19.8 26.3 13.2 69.1

9月 15.3 22.5 7.7 35.0

10月 8.1 15.2 1.3 10.0

11月 -1.3
6.7

-8.9
24.8

12月 -7.2 1.7 -15.5
1.8

年間 6.8 14.2
-1.1

344.9

その他の気象特性では､ 10oC以上の年間積算気温2,■890oC､持続期間155日､

OoC以上の年間積算気温3,320℃､持続期間235日､年間日照時間2,900時間､年

平均太陽転射量6, 568MJ/rd､年間蒸発量2, 300mm
､年間平均風速3.

3m/s､主風方向

北西となっている｡

地下水は､砂漠であるにもかかわらず､比較的豊富で､研究センター附近の底地

の地下水は0.5ん1.5mのところにあり､ 15-30皿の浅井戸で容易に水が得られる｡

毛馬素砂漠の別の地点では200 -3007Bの深井戸から揚水している例もあるという｡

浅井戸の水の水質はPH 7.2-7.8 ､ EC 0.59 -0.63 ms/cmであり､ナトリウムイ

オンも少なく､良質で飲料水､雇概水として問題はない｡毛鳥素砂漠の年間利用可



能地下水量は7.6 -14.0億トンとされているが､補給源はすべて降水と見なされる

ことから､十分な調査と慎重な利用計画が必要であろう｡

水質も､現在は良好であるとはいえ､低地には炭酸ナトリウムを主体とする塩類

集積が随所に見られ､アルカリ性湖沼も散在するので､将来不用意な感慨によって

土壌塩類化が起こる可能性は､否定できない｡

2-4 人口･産業

図克蘇木地区が属する伊克昭盟及び鳥審旗の人口･産業の概況は､表3に示す通

りであり､ -北部の東勝市を中心に炭鉱や工業地区を有する伊克昭盟では､全体とし

て工業生産と農業生産の比率がほぼ均衡している甲に対し､毛鳥素砂漠にある鳥審

旗では､農業,とくに牧業に圧倒的な比重のあることがわかる｡

表3 伊克昭盟及び鳥審旗の人口･産業概要(1991年)

伊克昭盟 鳥審旗

総面積(kn2) 87,754 ll,645

90.7

総戸数(千戸) 299

総人口(千人) 1,119

勤労者人口(千人) 603.0 39.1

うち農村勤労者(千人) 453.5 29･.2

農工業総生産(千元)- 2,126,230 204,630

工業総生産(千元) 1,114,520 83,220

農業総生産(千元) 1,011,710 121,410

うち耕種(千元) 418,070 21,000

牧畜(千元)

家畜頭数

大家畜(牛馬)

422,130

264,539

68,100

32,600

辛 6,034,119 757,600

農牧民純収入(元/人) 643 684



事業対象地区のある図克蘇木では､この傾向がさらに顕著になる｡ 1990年の調査

によれば､図克蘇木は総面積109,580ha
､人口3,961人､うち84%が蒙古族で､総

戸数は1,001戸､ 1戸あたりの平均土地面積は109.5haである｡戸数のはぼ全部が

牧畜農家で､牛･馬の大家畜4,826頭､羊76,384頭を飼育していた｡総収入のうち

63.6%が牧業収入で､その他は副業14.2%､農業3.3%､林業0.9%などとなって

おり､牧民1人あたりの収入は640元であった｡

このように図克蘇木地区の産業の基本は牧畜であり､それに自家用食料の生産を

目的にした小規模な耕種農業が付随した形となっている｡牧畜はめん羊の放牧が主

休である｡解放当時は､羊のはかに牛､山羊も多かったが､砂漠化の進行と草資源

の減少によって牛が激減し､また山羊は草地の破壊を促進するので現在は飼養が禁

止されている｡家畜の放牧は､低地及び砂丘周辺の自然草地で行われるが､これら

草地の生草生産量は1.5 -2.3t/haで､ 1.1haあたり羊1頭の飼養力しかない｡各

牧畜農家は自分の草地の保全に責任を持つため､保有地をフェンスで囲んでおり､

共同の放牧は行われない｡

牧畜農家は､自然草地のほか､住居の近くに人工草地と自給穀物用の畑を作って

いる｡これは早柳(Salix 7natSudana) ､沙柳(Salix
psamophyla)､ポプラ(Populus

sp. )の植林によって固定化した砂丘の陰に北面及び西面に防風林を植えた10ba前

後の土地で､マメ科牧草の沙打旺(Astragalus adsurgens)及び草木栖(Meliotus

albus)を主体にした人工草地で､家畜を輪牧したり､乾草にしたりする｡その一部

は畑にして､蒙古族の主食穀物であるアワを栽培している｡

一部の先進的農家は､上記の人工草地内に深さ15 -20mの井戸を掘り､ポンプ

揚水による1 ha前後の漕概農地を耕作している｡虐政農地で栽培するのは､飼料用

のとうもろこし､食用穀物のアワ､自家用の馬鈴しょその他の野菜である｡

防砂林､防風林に植えた柳の下枝もまた家畜の飼料に利用される｡

2-5 毛鳥素砂漠の防砂･開発計画

毛鳥素砂漠の将来計画の基本目標は､現在約25%の植生被覆率を､植林､人工草

地の拡大､自然草地の復元によって紀元2020年までに40%にすることとされているo



目標を40%にしてし＼る理由は､植生を全面に拡げると､蒸発散により水分収支のバ

ランスが崩れる恐れがあり､むしろ固定後の砂丘の低蒸発率と高浸透率を利用して､

地下水のかん養に役立てよう､との発想に基づいている｡

そのため､今後開発を予定される人工草地､農地は当然高度な集約利用が必要と

なり､あわせて厳しい節水技術が要求される｡具体的な人工草地･農地の造成目標

は2つあって､その一つは住居の近くの砂地における草地及び遭概農地の造成であ

り､もう一つは低地の劣化した自然草地の客土､土壌改良による人工草地化である｡

いずれの場合も､圃場造成法､客土･土壌改良法､用排水路整備法､遵概法､土壌

塩類化防止法､栽培法専の改善と技術開発が必要である｡

そして､これら人工草地･遭概農地の集約利用により､飼料生産を飛躍的に高め､

羊のはかに肉牛を導入するとともに､放牧のほか舎飼方式を導入して環境保全と両

立する畜産の発展をはかること､濯就農地では少なくとも自家消費用の作物､野菜

の自給を達成すること､総合して､現在1人あたり640元程度の純収入を1997年に

は1,600元に引き上げること､等の野心的な計画が立てられている｡



3.計画の概要

3-1 計画の構想

ウーシン キ ト タ ス ム

まず､鳥審旗図克蘇木地区の農家1, 001戸のうち､毛鳥素沙地開発整治研究セン

ターの本庁舎からほぼ5kmの範囲に所在する農家100戸,総面積約15, 000haを対象

に､地下水配水システムによる飲料水･藩政水の供給と節水雇概技術並びに砂丘列

間にチェーン状に連なるアルカリ化した粘土質低地の土壌改良による人工草地の造

成を軸にした開発区域全体のマスタープランとなる農村総合開発計画を構想する｡

この農家100戸のうち60戸は､研究センターが1983年以来協力農家として移動砂丘

の固定化 防砂林･防風林の植林,人工草地･雇概農地の開発等で指導援助を行い

逐次整備が進みつつある農家であり､残り40戸は今後同様の指導援助を予定してい

る農家である｡

次に､これらの農家への技術の移転と定着を支援し､新たに必要な技術の開発と

実証をを行う拠点として､すでに砂丘の固定化が完了している研究センター内の適

当な場所に500-600ha規模のパイロットファームを設置する.パイロットファー

ムを中心に配置された対象地区農家-砂漠化の克服と環境に調和した集約･節水技

術を移転･定着させることは､先進技術を備えた農家を育成し地区の核となる地域

を形成することであり､図克蘇木地区ばかりでなく､毛鳥素砂漠全体の農家に対し

て大きな波及効果をもたらすことが期待される｡

3-2 計画の目標

1983年の開設以来､研究センターの精力的な技術開発によって､植林による移動

砂丘の固定化や人工草地の開発等に関する技術の基本はほぼ確立されたとはいえ､

毛鳥素砂漠の砂漠化防止と合理的な農業利用に関する計画目標からすれば､ようや

く緒についたばかりである｡ここ10年間の努力で図克蘇木地区の牧畜農家の純収入

は､ 1983年の1人あたり 200元から640元に増加したが､現在でも農家によって最

低210元から最高1, 100元まで大差がある｡計画が目標としている1997年までに､

1人あたり純収入を1, 600元の実現は決して容易ではない｡



そのために克服すべき技術的な問題は山積している｡まず第一に､毛烏素砂漠は

比較的地下水に恵まれているものの､その補給源はすべて降水に依存していること

から､砂漠化克服のための目標植生被覆率を森林も含めて40%に限定せざるをえな

い厳しい条件にあり､農業開発には徹底した節水管理が求められることである｡第

二に､砂丘と砂丘の問にチェーン状に連なる丘問低地は､相対的に粘土分の多い土

壌から成り､水分状態も良好であるが､多くはアルカリが集積した荒廃草地となっ

ており､土壌改良なしには人工草地化は望めない｡

したがって､もし適切な技術導入,基盤整備を伴わずに､無秩序な地下水開発が

進行する事態になれば水資源の滴渇,塩類化の進行,砂漠化過程の再発等､重大な

結果を招きかねないことは明らかである｡反対に､たとえば深井戸と固定砂丘を利

用した重力式の飲料水･雇概用水供給システムが数個の農家をつなぎ､あわせて砂

丘間低地に土地改良を施した生産性の高い人工草地がチェーン状に連なることにな

れば､小規模な節水雇慨耕地で食糧,家畜用濃厚飼料のほか､将来に向かって収益

性の高い果樹･野菜の導入も展望でき､農家及び家畜の飲料水供給とあいまって､

農家の経営と生活を大きく改善することができるし､人工草地の高い生産性を基礎

にして､地域牧畜農家がこぞって熱望している牛飼育の再導入(現在は制限されて

いる)と舎飼いをつうじての地力回復システムの現実が可能になるであろう0

基盤整備､農地造成､土壌改良､用排水路､飼料作物の多収機械化栽培､家畜の

舎飼等に関する技御ま二日本が豊富な蓄積と経験を持つ分野であり､これらと中国

の優れた防砂､防風､植林技術が結合すれば､毛鳥素砂漠の砂漠化防止と合理的な

農業開発の推進に大きな役割を果たすに違いない｡本計画はそのためのモデルを創

出しようとするものである｡



3-3 計画の内容

本計画は､ Phase I及びPbase Ⅱの2段階の調査により策定される｡

phase Iでは､主に農村総合開発計画(F/S)のための基礎調査と農村総合開発計

画の概定､及びパイロットファームの候楠地選定を行う｡

phase Ⅱでは､農村総合開発計画の策定及びPhase Iで選定したパイロットファ

ームに対する小規模農村開発計画の策定を行う｡

(1)Phase I

①.基礎調査

農村総合開発計画策定のため､以下の基礎調査を行うものとする｡

一気象調査(雨量,温度,日照,.風向,風速等の調査など)

一水文･地下水調査(地表水･地下水の既存量と利用可能量調査など)

一地形調査(移動砂丘及び固定砂丘等の分類調査など)

一地質調査(砂地及び低地土壌の理工学的特性調査など)

-土壌調査(土壌の塩類化及び塩類集積の可能性調査など)

一宮農調査

一市場･流通調査

-インフラ調査

一環墳調査(風食,地下水塩類化･汚染等の環境アセスメントなど)

②.農村総今開発計画の概定

対象地区を数戸-十数戸を含むブロックにわけ､各ブロックごとに次の整

備を行う｡

一飲料水･雇概用水供給システムの整備｡各ブロックに1本の深井戸を

掘削して､固定砂丘の頂に揚水し､数戸-十数戸の農家に重力を利用

して用水を供給するシステム｡この水は､各農家1-2baの小規模雇

概農地の雇概と家庭用水及び家畜の飲用水に用いられる｡

-砂丘と砂丘の問のアルかノ土壌化した丘問低地の土壌改良と人工草地

の造成｡

各ブロックを構成する個々の農家に対しては､以下の目標の達成をめざす



自助努力を支援するため､必要な技術移転と基盤整備の援助を行う｡

-

1戸につき10-20haの人工草地,港概農地及び3 haの防風林植栽用地

を基盤整備｡

-10-20haのうち､ 1-2haを漕概農地とし､節水雇概を実施｡

-土壌改良を行った砂丘問低地の荒廃自然草地の人工草地化と優良牧草

の播種｡

-簡易な畜舎,乾草舎､サイロ(バンカーまたはトレンチ型)の設置｡

一家畜用水飲み場の改善｡

一家庭用給水システムの整備｡

また､ブロック間の連絡と対象地区全体の共同化促進のため､次の共同施

設の整備を計画する｡

-共同倉庫

ー共同出荷施設

一連絡道路及び道路防砂林の整備

③.パイロットファームの選定

上記の農村総合開発を推進し､定着させるために必要な技術開発と実証を

行う目的で､パイロットファームを設置することとし､対象地区内の公有地

の中から､移動砂丘の固定化措置がはぼ完了し､かつ大約1ブロックの規模

に相当する500-600 haの土地を選定する｡

(2)Phase Ⅱ

①.小規模農村開発計画の策定

Phase Iにおける基礎調査と農村総合開発計画概定調査の結果に基づき､

対象地区における具休的な小規模農村開発計画を策定する｡

②.パイロットファーム整備計画の策定

phase Iで選定したパイロットファーム予定地に飲用水･港概用水給水シ

ステム及び土地改良の基盤整備を行い､これらのインフラストラクチュアが

将来にわったて効率的,継続的に活用され､かつ砂漠の厳しい自然条件下に
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おいて貰墳劣化を引起こさないために必要な技術開発を行い､あわせてパイ

ロット農家による実証を行うためのパイロットファームめ整備計画を策定す

る｡

-土地利用計画

-餌場整備計画

-技術開発に必要な施設･機械整備計画

-パイロット農家設置に必要なインフラストラクチェア整備計画

将来に向けて必要となる技術開発には以下のものが含まれる｡

-飲用水･漕概水給水システムにおける効率的で水損失の少ない搬送,

維持管理､利用方式｡

-漕概農地における損失の少ない雇瀧システム構築技術と節水的な虐概

技術｡

-低地の荒廃自然草地の客土を伴う基盤整備,土壌改良
土壌塩類化防

止技術｡

-集約的な飼料作物･牧草の栽培､調製技術｡

一家畜の舎飼技術｡現地に適合した畜舎､乾草舎､サイロの選定｡

-肉牛､豚､兎､鶏等新規に導入する家畜の飼養技術｡

3-4 計画の実施

計画に実施は､ Phas占Ⅰで農村総合開発計画の概定とパイロットファームの候補

地選定を行い､ Phase Ⅱで農村総合開発計画の策定とパイロットファームに対する

小規模農村開発計画の策定を行う｡

調査団は､次に示す1 3名の団員から構成する｡

①団長/総括､ ②気象･水文､ ③地質･地下水､ ④土壌･土地利用､ ⑤営農･

栽培､ ⑥畜産･農産加工､ ⑦濯概排水､ ⑧環境､ ⑨農業施設計画､ ⑬圃場施設

計画､ ⑪施設設計･積算､ ⑫農業経済･流通､ ⑬事業評価

調査人･月(M/M)は､総計で96.5人･月を予定する｡

調査実施スケジュール(莱)は次ページに示すとうりである｡
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調査実方缶スケエフユーノレ (莱)

月

専門家

調査月

初年度 次年度

4 5 6 7 8 9 10 ll 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 1 2 3

①団長/総括

②気象･水文

③地質･地下水

④土壌･土地利用

⑤営農･栽培

⑥畜産･農産加工

⑦藩概･排水

⑧環境

⑨農業施設計画

⑩圃場施設計画

⑪施設設計･壊算

⑫農業径済･洗通

⑬事業評価
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凡例 国内作業, -:現地作業,
現地(1) :現地鞭告書(1) ,中間:中間報告書,

現地(1) :現地報告書(1) , DF/F :最終報告書(莱) , F/甘 :最終報告書

12



4.総合所見

4-1.技術的可能性

毛烏素沙地開発整治研究中心の努力により､植林による移動砂丘の固定化技術､

防風林植栽技術がはぼ確立され､一般牧畜農家も熱心に取り組んでいる｡しかし､

人工草地･雇就農地の造成i･ま､単に地ならしを行った程度で､研究中心でも基盤整

備､農地造成､土壌改良の試験はまだ行われていない｡雇概の研究は鳥取大学等日

本の大学との共同研究で大きな進展をしたが､基礎研究が主で実証試験は未着手で

あり､先進的な農家の一部がようやく1990年から井戸を掘って潅概を始めたばかり

で､砂地の土水路のため､濠概効率が極端に低く､港概法､栽培法ともに改善の余

地が大きい｡

羊の舎飼については､研究中心が若干の試験を行っているが､一般農家ではまっ

たく行われていない｡

このようなことから､日本の技術協力が行われれば､農業開発面で中国側の技術

目標i･ま比較的短期間に達成されると思われる｡

4-2.社会･経済的可能性

図克蘇木地区では､毛鳥素砂漠のはぼ中央に位置し､その代表的地点であるので､

本計画における技術的成果は､ただちに毛鳥素砂漠地帯全体に大きな波及効果を及

ぼすことになろう｡

1990年の図克蘇木地区の牧畜農家の1人あたり純収入は640元で､毛鳥素砂漠を

抱える伊克昭盟もはぼ同じ水準であるが､これは内蒙古全区の牧畜農家平均の906

元よりかなり低く､非農牧民の1,050元には遠く及ばない｡ 1997年に目標の1人

1,600元が達成されれば､おそらく都市住民の収入に匹敵することになろう｡一方､

図克蘇木地区にも1990年当時すでに1, 100元の純収入をあげている牧畜農家があり､

今後の技術改善を合わせて達成の可能性は十分あると考えられる｡

さらに､毛烏素砂漠は中国全休の砂漠化防止の最重点地区に指定されていること

から､砂漠化の克服と漂墳と調和した合理的な農業開発を目標とする本計画は､内

蒙古ばかりでなく中国全体の砂漠化防止計画上も大きな意義を持っものとなろう｡
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4-3.現地政肘･住民の対応

内蒙古自治区人民政府の体制では､砂漠開発は牧畜･農業･水利を含めて林業局

が担当することになって着り､毛鳥素沙他聞発姿絵研究中心も畜産･作物栽培の専

門家を擁しつつ､体制上は林業局の林業科学研究院に属している｡

本計画に関し､内蒙古自治区人民政何の林業局長､林業科学研究院長､科学技術

委員会副主任は､いずれも毛鳥素砂漠の砂漠化克服と合理的農業利用が内蒙古の発

展計画の重点の一つになっていることを力説し､日本の協力に強い期待を表明した｡

また､われわれの現地調査にさいして､伊克昭盟林業処長及び同治沙研究所副所長

が全日程同行され､さらに研究中心の挑主任は入国時から帰国時まで調査に終始同

行された｡

調査期間にわれわれが訪問できた牧畜農家は2戸に過ぎなかったが､いずれも今

後の毛鳥素砂漠の農業開発と日中協力に大きな期待を表明した｡これらの農家は､

技術･経営上のデ--夕をよどみなく答え､自分たちの抱える問題点を述べるなど､

技術の受容力は十分と感じられた｡

4-4.協力の方法

本計画は農業開発調査として実施することが望ましいと考える｡申述のとおり､

1986-1991年の期間､毛鳥素沙地開発整治研究中JL､と鳥取大学等日本の12大学との

共同研究が行われたが､これは基礎研究中心の学術協力であって､本計画とは性格

を異にするからである｡

開発調査の要調査事項は計画概要で挙げたとおりであるが､そのさい､前記の日

中学術協力の成果である基礎的データは､強力な武器として活用すべきである｡

なお､さきに述べたように､内蒙古の体制上､砂漠開発の責任部局が林業局にな

っていることから､カウンターパート機関が林業部になることも考えられるが､内

容はあくまで農業開発である｡

1 4



5.添付賓料

5-1 調査員並びに経歴

吉田 武彦 生年月日

最終学歴

職 歴

清水 典尉 生年月日

最終学歴

昭和5年1月1日

東京大学農学部

S. 27-S. 42

S. 42-S. 54

S. 47-S. 56

S. 47-S. 56

S. 56-S. 62

S.62-H. 1

H. 1-rI. 3

H. 3-現在

昭和27年2月卒業

農林省農業技術研究所 化学部作物栄養科

東京農工大学 農学部講師(非常勤)

日本学術会議会員

農林省農業技術研究所 作物研究室室長

北海道農業試験場 企画連絡室最

北海道農業試験場 次長

太陽コンサルタンツ㈱ 顧問

太陽コンサルタンツ(槻 海外事業本部

調査部部長

昭和32年9月4日

専修大学人文地理学科 昭和5 6年3月卒業

鳥取大学大学院農学研究科 昭和6 3年3月修了

S. 56-S. 56

S. 57-S. 58

S. 58-S. 63

S.63-H. 4

臥 4-現在

1 5

日本奉仕センター

草野ボーリング

鳥取大学農学部及び大学院

太陽コンサルタンツ(輔 東京支社

太陽コンサルタンツ(棉 海外事業本部

主任技師



5-2 調査日程

日 程 表

日数 年月日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1 10.4日 成田

北京

呼和浩特

北京

北京

呼和浩特

北京

成田

北京

車中

呼和浩特

移動日JL781(10:0ひ→13:15)

2

3

4

5月

6火

7水

日本大使館､JICA中国事務所表敬

列車で移動(北京18:53発)

(呼和浩特7:lo著)

内蒙古林科院表敬､打合せ

東勝 伊克昭盟林沙研究所打合せ

5 8木
//

′/

//

//

//

伊克昭盟林沙研究所打合せ

6 9金 現地調査

7 10土 現地調査

8 11日 現地調査

9 12月 人民政府､打合せ

10

ll

12

13

13火

14水

15木

16金

呼和浩特

//

北京

//

内蒙古林科院､打合せ

移動CAl127(07:10-→08:10)

日本大使館､JICA中国事務所報告

資料収集

14 17土 移動日JL784(13:45-18:40)
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5-3 面会者リスト

佐藤勝彦

藤谷浩至

林 相和

欽

韓

包 文祥

眺 浜林

包 雪峰

韓 太平

悪 生有

責鬼成泰

武 貴華

楊 玉昆

卜 継善

王 建国

在中華人民共和国日本大使館 一等書記官

日本国際協力事業団中華人民共和国事務所

内蒙古自治区科学技術委員会 副主任

内蒙古自治区林業局 局長

内蒙古自治区林業科学研究院 院長

内蒙古自治区林業科学研究院 副院長

内蒙古自治区林業科学研究院 主任

内蒙古自治区林業科学研究院 人事科科長

内蒙古自治区林業科学研究院

内蒙古自治区伊克昭盟林業処

内蒙古自治区伊克昭盟林業処

内蒙古自治区伊克昭盟農業処

内蒙古自治区伊克昭盟水利処

内蒙古自治区伊克昭盟水利処

内蒙古自治区伊克昭盟畜牧処

那 新民 内蒙古自治区伊克昭盟畜牧処

助理研究員

処長

副処長

処最

高拠長

副絵工程師

高級畜牧師

高級畜牧師

高 検樹 内蒙古自治区伊克昭盟林沙研究所 副所長

王 貴卿 内蒙古自治区伊克昭盟財政処財政姑 姑長

孫 耀先 内蒙古自治区伊克昭盟伊金覆洛旗地塩毛場 場長

5-4 1牧集資料リスト

( 1 ) ｢中低産地区農業持続発展総合試験区 申請書+
,内蒙古自治区林業局,

1990年11月

(2) ｢”八五”期間科学技術研究項目 建設書+
,内蒙古自治区科学技術委員会,

1990年12月

( 3 ) ｢毛烏素沙地総合治理及び合理利用研究の進展+
,内蒙古自治区林業科学研究院

( 4 ) ｢毛烏素沙地総合治理及び合筆軒r]用研究(技術報告書) +
,毛烏素沙地開発整治研究センター

1992年6月
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(5 ) ｢毛烏素沙地総合治理及び合至群rl同研究の研究1992年研究進度報告+
,内蒙古自治区林業科学

研究院1992年9月

(6) ｢国家科委重点手斗技項目合同書+
,国家科学技術委員会,

1991年11月

( 7 ) ｢研究技術合作申請表+
,内蒙古自治区伊克昭盟行政公署,内蒙古自治区林業科学研究院

1986年1月

(8) ｢毛烏素沙区自然条件及びその改良利用+
,科学出版社1983年11月

(9) ｢伊克昭盟国土資源+
,内蒙古人民出版社,

1988年5月

(10) ｢内蒙古国土資源図集+
,内蒙古人民出版社,

1988年1月

(ll) ｢内蒙古統言十年鑑+
,中国統計出版社,

1992年7月

(12) ｢寮己元2000年の内蒙古+
,内蒙古人民出版社,

1988年12月

(13) ｢毛烏素沙地開発整治研究センター研究文集(第1集) +
,内蒙古大学出版社,

1992年6月

(14) ｢中国の乾燥地における沙漠化の機構解明と動態解析(予備調査)

-特に毛烏素沙漢において-+ ,内蒙古沙漠開発研究会,
1987年5月

(15) ｢中国の乾燥地における沙漠化の機構解明と動態角新一毛馬素沙漠の沙漠緑化と農業開発に関

する基礎的研究-+ ,

-内蒙古沙漠開発研究会,
1989年5月

(16) ｢中国の乾燥地における沙漠化防止にに関する実証的研究一毛烏素沙漠モデル農場建設につい

て-+
,内蒙古沙漢開発研究会,

1992年10月

(17) 1991年日中国際シンポジウム講演論文集｢中国の乾燥地における沙漠化防止にに関する実証的

研究一内蒙古自治区における砂漠を対象にして-+
,内蒙古沙漠開発研究会,

1991年6月

5-5 添付資料リスト

( 1 )中低産地区農業持続発展総合試験区 申請書

(2) ”八五”期間科学技術研究項目 建設書

( 3 )毛烏素沙地総合治理及び合空軒り用研究の進展
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添付資料( 1 )中低産地区農業持続発展縁台試験区 申請書

LL八五”国家科鼓攻失敬日

中低戸地区衣此持填笈尾張合斌絵区

申 請 =B

武並区域… 内蒙古毛_%京沙地

域盤区研究名称:内蒙古毛与京沙地衣林牧全面

友屈綜合試泣区

域区研究基地(如)I;内蒙古省(市)具申旗(具)田克赤木(多)

蒙古林地科学研究申涛単位;内蒙

主管部L1;内装古自治区林地局

申清日期; j990一 年

i./'j:.?i
.● I. ′

I.′→11

} 壌丸
亀＼
--._ゝヽ+_

1

･l･:I:1:1.■t4
､

/芸‾-:.5･:;I::!･･†揮′′.･r･-1

月 7 日

国家汁剣委員会科長司制



-､法漁区暮大竹況

J､自然寮倖(包括花田､年債､地規､土壌,水印行琴自然状況和犬展情況)

毛_5兼沙地是民国主要汐区之-,世子顎序串柿市慣南部和発土市摂北部,

樗内更古､扶西､宇夏三省区,息両校的仙OnD平方公里′ 井中三分之二分布在

内莞古伊寛昭累増内｡

毛名乗沙地自西北向東商何科,輯枝12m-1もO8米,地裏形杏主要有岡葵,

即黒地与稚地相同和沙丘与稚拙仰向｡ !,..<8地大多カ自軍妃砂岩杓成,岡培性差,

級易夙化成沙柏;沖地力盲沖根尾和湖河相玩現物,厚床白JL十米至百余光,主

要戒扮母娘杓砂粒,除東白砂岩戸=ヒ物外･逐条自乗土!王水他､見地的鞄巷抗根｡

享有的沙滑埜夙力作用形成木地区｢迂分布的洗功沙丘｡

式鞄区位干毛ち素沙池原部的伊克昭m与申旅団克芥木(多)其地理倣宜干北

韓.18o 57'-39o lJ,京をIO9o 2J-1O9c 171向,増扱高1200-135Q米｡息両税

カ130,639苗,其中流功砂地占42%,固定和牢固定沙地占33,”,祥子占259i｡

式斡区深居内続,罵温帯大任半千早宅検｡年平均温度6.4-C, >10'C,年

平均釈泡28?0'C,持築期155天, >0●C年･Y-均現況332O●C,持賛期235天｡年日

照吋鞄2900小吋,年平均大田頼射温泉h5b8兆焦/平方米,年平均降水景3bO宅米,

降水禾的毛Q,W轟中子6月中至9月中旬,年燕麦最23OQ糞米,干軽度l.5｡式輪区民

多夙大,年平均夙速3.3米/秒,年大兄日数2n.4天,指抄日数54天′ 汐暴日数16

天,大兄多在4-5月向以西北見力主,夏季席行末高見｡

式竣区椅較土棉■耽地苛性雨音,是典型革僚笈育成的乗巧土型土塀｡由子費

砂地基局覆定性以及▲其他自然国章的Bl鴫,砂地土摘発育不朽明最｡流功汐地上

礁較7t発車小干59i,基床尚在溌劫中,土壌売笑育,但沙居中含水景-殿詐保

持在4,W左右;固定沙他地表有荘的l厚米的苔羊モ培皮居,土耕剖両級最及宵,但1.5

米土居中頒休部愚干頒,橋鞍分別由油帯(Artemisia ordosic8)､け寮(C&r8g8na

Tnicrophyll8)､異相(S8biT18 Vu19aris)等漣群梅吻神組成,凍被17?乗車3ロー5口舛;

半同定砂地的土塀横鞍介子兎功和国定砂地之向｡丘向帯地大小不等,主要士族

有汐所帯句土,招野市句土,時化沼汗市句上等.法学土旅的共同裾征是土居中

くD.01宅米救世含貴校多く13-20,盲);有机横合急坂高(b.2-i.2,”);更地下洗

足水農;哨,具蒋音居′-帯地中骨兄増額光栄思｡穂頼主要母群舞分別有持子茅

( Car8n89rOStis
pseudophr897nites)､寸草(C8TeX SteTIOPhytl8)､ 茨芝草



(^chn81heru.B SPlendens)､時事(PllCCinellih tenuirollih)､旦71( iris

ens&l&)等′橋横河弟車40-8O9i,由子辻蒋放牧′稚地革境大多姓干簸､帝的

渦化状悉｡

毛与東沙地地下水部錬比較享有′分布古削巨不均稚｡無地原水文卸1勘査

新井,収洩居地下水息縄存景1203イ乙噂｡地下水主要素大宅降水朴蛤′朴曽貴多

年平均カ14危時/年｡地下水水庫較好,軒仕度毎公升小干1克｡式娘区地下水位

在多同年分可迭地表､推地倍達社則有根水1千早年分沖地地下水埋深0.5-1.5

米向｡蘇我,人､育放用都取之浅局地下水｡

綜上席速,毛名乗少旭光､柊､水､土､況策茨薄幸吉,特別是洩農地下水

備存兼和朴蛤真部較高′長氏国内軽妙漢中村衣林牧iy_発展鼻有利的条件｡式地

区正長利用法-有利条件,削年来在生物治汐､安居衣林故地上取得正常明最的

遭展｡

2､社会軽済市況

式斡区所在地的田克斉木押有土地息而稗別,643,708苗｡人口力3961人,

共1801戸′戸均3.95人｡琴平方公里人ロ2.8人,毎戸平均土地1775苗｡ 80年代

初′衣村牧区慾行軽妨休部改市,旅行``草稿公有,示包軽常,牡吉件仇,戸有

戸非”的生戸乗任制,敬大帝功了衣牧民的生戸稗根性,伎分散居住在沙地的衣

故戸,在享有15OO-5000古住用枚的土地中,升席植村造林,防夙岡沙,逸拝土成

較好的土地′神格熊倉作物′領帯同料, JR県萩菜′許婚打破尻史上単一依頼書

牧it和自然放牧封開式的軽曹模式｡最良苦的帝点是｢法利用地下水安蘇友展神

慮此′不但衣林地有7迅速的発展,同吋促津丁育牧並的発展｡全赤木1!83年人

均押青草不到ほ, I990年全市'木共有小吉(辛)7638ほ,大吉(牛､ち)4R26共,

人均25･4/E't尊母位｡軟膏共鞍所以舵解増加,主要長周迂神嶺北収萩的塀草間料,

朴偉懇書越冬在韓的何事料,仇而大大輔少肪史上牡育冬春的死亡車｡群余旅食､

瓜果､試薬自治車絹布.人均収入川A)年カ2)0元, I,M年力840元｡

田克赤木交情尚林方便,碑簸分格稗貫赤木′仇春木主項唾均能滴汽辛｡迂

去衣付根区能沫主副長旅吉井和軽黒砂地市乳横車軽掛投入的付加,生活水平

的提高,現在群余音讃柊青菜偉力有机肥料,鴇入衣田,井保5,沙地塩被,軽制土

地汐化′ 能疎音遵改用媒崇｡

3,阻碍衣並持瑛友展的主要同色



毛色車汐他陀珂喪北拝領釆県苛有平瀬怯的主雫向巧有'

(-)自然国費′ 本区地姓半千早向千早地区辻渡,天然降水景少.降水年交

車大,凧多夙大,土何基斥力砂子, FTeカ恨,易沙化等,鼻白然制約衣此持瑛麦

展的主要国棄｡

(二)依軟自然放牧単一的封開式育牧此軽坊,鼻祖碍衣北舞展的落后軽坊轄

杓｡

(≡)技水落后,軽舌根放｡群允文化祭頗飼偲.

4､代表典型区的花岡､自然条件等情況和在国民軽柿,衣iと発展中的重要

地位等｡

活R年的英粍証明,毛名車砂地農民同大面柁内軽砂漠中光､熱､水､土等

自然茨蹄可相互抄甥配合綜合評笈利用少有的一味砂地.斌始区在廷十毛名乗沙

地自然条件中具有r芝的代美佳.,乞的式娘研究成果,包括科技扶持家庭衣牧場

的英氏成果′可在近2O,8OD平方公里中約束牧戸中経｢庄用｡

当前毛ち乗汐地中的神府媒田,沙地末技的素姓梶田,京北簸的確巷水媒田

正甚大鶏群的牙箕,相庄的交通､滴珊､能漁(碍□屯｢)竣鴇正在如来巽建′毛

名東沙地熊部的天然吊玩味,如意汗韓的天然端正在折大井采和加工｡琶家法些

貴大エ覆的建硬和算展,克疑特質求毛与素沙区就地提供衣､林､牧､剖戸品′

同吋也必定要求加速毛名乗抄牝的防治･以保持核地区杯鳩的改善和エ衣並的箕

展｡而毛色黄砂地衣林全面策展採合式蛤区的建立′ 正是迭一地区衷並持草炭展

的先守｡

ニ､科研エ作長春前条件

1､申請単位前期在沫英型区或漬領域的域強研究,示蒐推r-=倖木況訣待

約束要成果､焚共琴;

19ち3年内最古科学技米車貝舎､内蒙古林地庁､伊克昭取公果軽達鴇罷,決

定在宅与棄砂地用事的与申額田克赤木建立内蒙古毛名乗沙地牙景燕治研究中心,

東担(毛名乗汐地券合治理号令甥利用的研究〉螺哲｡責托内崇古林此稗学研究

転章夫,先后包含萱州汐浜研究所(I?84)伊克昭栗林北治沙研究所′内蒙古水利

研究所,内蒙古大学等単位有美科技人員臥事此塀研究｡ 1988年起以日本名取大

学干無地研究中心力代嘉,曳合日本跨学牧多学科的科学家来毛色棄沙地牙友整



治研究中心与死方人員連行合作研究｡ 8年真申心建立了沙地集合治理示蒐区l万

余苗,汐地封官給PF.区2万古｡衣北式輪区15DO苗,包括粗食作物､県梓､萩菜.

瓜葬､牧草､同村等式始末椅小区｡男外扶持当地衣牧民連用科学技米側み奈良

衣牧場23戸｡法些示市区和衷史薮蚊塙衣林牧持合全面米俵的研究成東､共生悉

鞍点,軽新穀益明星′ 衣牧民再見,損得肴,田而扱易カ他n席技受｡如上当地

見､頼､寄木敢府的正鵡引写,自治区村費及吋息汚′ 家庭衷牧塙衣林牧結合全

面発展的方向的軽曹形式正在宅名乗抄地衣牧戸中茨展｡

与建立示花式始区和家挺衣根塙同吋,研究中心蓬田玩升箕研究,仇事-壁

必要的義和任研究エ作｡例如困染半千早区水分平鋳的同居′遭わ7平水控盆多

稗詫売方式的研究;地下水,土棉水功杏的研究;偉物水分消耗的研究J汐地主

賢植物水分生志特征的研究｡困捷沙化的自然辻程,潰行了沙丘移功､秩沙辻程

的既瀕,抄丘地姦形志的盟邦′ 多群小宅韓国乗的珊素研究｡顔舞妓牝和衣作也

稗菜的迭舞,.任逆行丁植物引稗的研究等等｡上途嘉穂性研究均系中日各停研究

的成典,己軽用中､日文分別刊印丁両神文本的(毛与黄砂地抄預化成困却功益

軒析) ､ (美子毛ち東砂地券･化及衷北牙舞的某拙作研究〉 研究根告,Q.

2､式姶区己鼻血的研究条件(包括式漁場地条件和所有枚,式娘役滝.収轄

硬各､水屯情況等)

】983年滴辻甥賓逸走的試弛塙地色経基建用地130,83,苗,与申旅人民政府

干19も5年10月24日正式化穂別技研究中心准期使用,井草有簸雪白主枚｡

式姶境地己漬行息体没汁,其中52000苗土地包括三十治理式絵区, -十安

堵,一敗基建堵所等部分引用間柱円冊｡滴往拭矩区均可滴汽車｡式牧区有自建

親和姑的乞象収轄､砂丘帯功択沙光許現有牧､地下水位功悉双葉収､夙苓虹外

招E滋前校各､大田能景色葉菜,亀子汁斉机､牙外土凍水分帝定役各′ 水位汁

等等(大帝分事由日本科研合作幹也粍供)｡研究境地和己打机井(共8ロ)井有配

套抽永常涜硬各,此外,珪有管適確概､噴管､滴端役滝｡研究中心熊明生活用

亀以柴油安屯机白市友屯｡収苦工作用屯兼自大閃光発色(l千武)｡

3､哉睦区的工作､生活用房及交通涌訊情況

研究中心現有建筑面硯2431平方米,其中工作室和布舎IO77平方米,式盤重

300平方米,宅象姑94平方米,食堂170平方米′ 温室320平方米,辛序388平方米,

油序90平方米｡



交滴彊柵エ具有粍泣机-輔､千年ー柄､越野青首ニ柄｡

中心柁有色濁,可供国内､固持i頭講｡虹伴､亀掃由輯恥屯局漣交｡

4､式玲区長香列入部n､省(市､区)‾八五〝特技攻汁曳8｡

式粒区研究列入内蒙古自治区一'八五”攻美汁知｡

三､法治区科研臥伍

】､試漁区主待人くトー3人)及主賢研究内容免責人情呪(姥名､単也､年鞍､

敬称､ Fn券､所学膏血､現炊事青史,地券水平及主要並均等)

式強区主持人蛾折林, 47夕,内考古林地特筆研究院､即研究員､研究室主

倭,内蒙古毛与東砂地牙安東泊研究中心領号小包常券曳准｡内崇古林学院沙漠

治理亨北19も7年串並, lM5年-198も年在日本京家此大学透椅沙摂治頚部利用.

1970年起即仏事毛島汐地的鴇理和牙泉利用研究工作｡友美辻鴇文絹′其中汚濁

用日文表裏干日本(簸化工技米〉
,多次参加国転干草区或汐浜学木村冷食,専此

造増敦深｡由頗洪林主持完成的公格防沙式斡項目19ホ8年滴辻自治区姶牧基定｡

現在在内蒙古毛卑素汐地牙発現治研究中心主持全面工作,井車担抄地声夢､花

井泉埼据茨升箕利用等曙由研究′其中溌栄保水研究系国家自然科学基金会項目｡

妖洪林同志除具独立臥市研究工作能力外慈有汚辱､物萌学杓向､地方､部

(7向英系,以及対木杯n的帝坪他力ハ

2,申i青草位的式鞍区官軍免責人情現

状翰区常堺免素人坑洪林,情況同上,必要吋再連流助手｡

3.科技駅伝的杓成情況(見附蓑三)

4､主要参加特色

主要参加単位除現在的内号音水利研究所､内蒙古大学､伊盟林並滑沙研究

所外,蓬抱以色合内蒙古衣牧学院､伸晃衆生研究所､与申頼人民鞍府有美草棉

人員奉加｡

四､宮内外研見放杖.連繋及水平

国夙外千早､半千早汐化地区衣北茨展,主要蚊熊取的朴水柑鴇力基確定展

和徳地,飼如芥巌.以色列､瑛及蔀取得根大的成功｡抄婿阿粒佃由一十永別戸

品遭口唇輯交カ小麦出口国大国之-,也是依克朴水安居や櫨並｡国内以東河水



港耗発展神像並取得成頼的有中国林it科学院喝口実強局,中国科学現生州沙韓

研究所沙姥共其玲姑｡島申節水牧民利用地下水所洋舞展千早沙地神堀並己取得

明見放益｡目前息竹垣哲是在己取得成功的軽的上′要求一足市水転社′二足衣

林牧和多稗軽常食而発展池野与軒発刊用結合防漁沙化,保持生f･｡三是研究法

子沙地庄用的現代東北キ斗学技米的口己糞便岡｡四是注意株高当地耶余的文化梢学

祭席｡

五､拭竣区主宰研究方向､任秀和接木軽所持掠(研究内幸与軽詐､技米持専革

具休.注明相対敷(%)絶対鞍)

l､研究方向､任各与目掠:

式強区主要研究方向是喪林鞭結合.,全面発展,法是沙区牙茨利用与治理相

結合的根本健在｡以沙区生志軽柿.*此作専向′ 研究家林牧弼長佳生志鐘折詰相

和攻林牧並持壊笈展的配套科学花水｡

主要任券是建立求林牧結合全面発案綜合示花区･南棟50nO苗,伐他家磨衣

林牧塙示蒐戸4戸,毎戸両税15n南. ”八五”期河内建成｡

2､ ”八五”息休校汁(可附梅田),突破口的迭舞

(-)息結和親合毛名東汐地既往衷林放生戸享至独和研究成果｡

(ニ)逸走綜合式姶区和伏化家庭衣牧場用地,分別連行境地的紋別竣汁｡

(≡)克行集合杭旅区和寒挺東根堵的衣間島木捷i.q｡包統防夙同汐林捧系的

建立l土地耕頼平5_施用況崇.慣肥､改善砂地土旅結杓,増加土鴇把力;打井

及滞祇硬ボ配棄等｡

(四)引瑳良稗､使用地碍､.化肥､逐歩椎速攻林牧的集約軽曹｡

(五)特別放水人員,使募合机娘示花区′ 伏北家皮衣牧切的建立和向F-大衣

牧戸推｢衣林独特合全面蒙最三方面的工件同歩東牙｡

末席当地衣此持鎮定展的取向田乗′息結当地裳展衣北成功軽斡.井与引社

規代衣並技禾曳合転乗,以此埼叫臥任,庄是朽之有焚的突破口′ 在荷神式強示

蒐区的建立辻程中′ 毎年柊不断桶現出新約何層御節姪姶′ 逗用新軽投布引逃斬

妓禾的円荘結合,必然棺功両神示蒐区生戸力的不断穂高｡

3, 't八五”主要試姶研究内容(属区域共性向妓和引述.示苑内各,靖注明)

(-)現高沙地土壌死力的研究 包括豆梢韓庶塩物,施用喪家庶'況茨等増



加土塀有机局含燕以及提布施用充机Ee射的穀車等｡

(二)地下水摂津利用和滞溌方式的研究′ 娃布地下水利用致車的方式,鼻免

水繁務的浪帝,防止国務涜不当引起土媒盆帝化的不良焚果｡

(≡)沙地防見開沙林体系的建立及其頼益的研究′在既往研究基砲上,盤襲

研究其防辞林沖桔杓,稗稗曳成及泉佳防辞敢益的林分轄相和栽培抜本.

(四)防夙､防符掠塩物品林的退寮及栽培技米的研究 包括粗食作物′ 京莱

瓜果､伐良牧草等｡

(五)防止天然帯揚娼化､提高市境利用車的研究

以上鼻毛名乗沙地区域共性急零牙展的-些庄用牙笈研究喋色｡髄染上撞庄

用牙敦研究′ 蓬必殉同村許無必窄的基槻性研究.主有賢一

(-)砂地水分和熱黄平栃研究

(二)試姶区沙牝功益的脱胡

(≡)主要植物生理生益市征的研究

4､式区及主要研究内容`′八五”預鞠目掠′規模及技米竪妨指掠!

武治区500O苗衣牧林集合示蒐区〝八五”期向内建成｡大林上包括防風韓沙

林体系(釣占息而釈的2O,”),水田占急所秩659i,異同占息面釈的59i｡防夙田沙

林体系1?95年蒙挿防5'放益, (-)粒朝防軒花岡内土地汐他事(二)端偲防折箱田

内平均夙速的】59i,･防軒林投入戸出比カl : I.2｡永田粗食作物早戸7玉米力750

公斤;小麦力40O公斤;泉谷英48O公斤,比1M0年当地同共作物最高戸主多5D-

も0,”,俵良牧草苗戸3q80-5000公斤く車掌),投入戸出比力1:1.5;瓜､葉菜投

入戸出比カ1:I.8｡異国尚姓干生壌折摂,売声出｡

安座示薄衣牧場4姓′ ユ995年人均収入按不変Ur甘苦比J990年増儀一侍｡

六.果取的技木島捜及技木方毒

針吋毛名車抄地阻碍衣北特権光度的主要向怒,拭稔示蒐区和家庭衣牧塙示

花戸的建立,庄采取横付造林増加穂被,防治沙牝;合援利用地下水提高士沫圧

力迭-具有溌退城喝授権的技末路銭｡技木方案除上述三十方面外,発車連用良

和,庄用地族,牝児専攻代喪並栽培技米,以及逐歩改愚放軽曹カ集約軽嘗｡

七､横瀬成果水平.推｢庄用前去及迭到的軽許､社台､生姦耳境鼓丑



式斡区両神英型示竜斌漁区(戸)建成后,其或果挿期特在毛名乗沙地中帝到

｢法的推｢′ 衣林牧結合,全面発展的家軽水根境輯轟布毛与素汐地｡灰史上雅

子照決的沙牝大千年化､快干緑化的fu7巧特待到相律｡沙他界鳩車件､生戸､生

活費件特待到牧大約改変｡沙牧区熊食間科不但能自給而且特升妙力餅近能敢工

丑基地提供衣林牧弼戸品｡ 1M5年沙区衣根邑人均収入預叶特比1990年増加5O-

100舛｡

利用地下水牙食ゎ地緊裸,治甥汐牝′ 蒙展衣林牧史的科学技木水平,輯姓

千国内同葵地区的失速水平｡充分利用乾崇茨源,改良沙地土媒酌研究特姓千国

内先速水平｡

八､与国家､乎(市､区)衣丑碧合井笈軒別,享峻汁到.扶食汁剣､巾晶基地薙

役汁封及有美推｢汁則荷接冊況

毛名車沙場長自治区老草食板持地,少鼓民族地区和食同地区′ 己列入自治

区重点扶命地区｡鳥申辞任是杏戸品商品苑地｡鳥申顕家艇牧場共み軽稔正在全

自治区和英似自然条件的省区柁r-｡

九､斌蛍区毎讃モ7t(土建市,蚊苦役呑柄東商､科料､域蛍恭､引速攻,硬件

黄､甥研市及実地七7t額田竣15Q万元扶下)及主羊研究内専軽茨市井､集金

#桔(セ括主管蔀r7省(市,区)叶軍事有美部｢1)巴表毎モ落共作況等｡

項 目

土 建 p史

収祭竣春雨果費

材 料 葬

式 独 身

引渡敦､現俸焚

甥研費及其乞

食 汁

全 教(万元)

5

1Q

20

】00

1Q

150



十,申す単位上空王f缶∩持寄意兄葦.
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十-,斌漁区所在省(育)廿畢(竹箆蔓)粒帯悪鬼章｡
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阿美--

式娘rT_某本情況素

式的区
名称 宝要語豪農要望諜露苦

土楕
畢Lu9.

栗門土M.沙土 中心拭村
名称

田馬券木(i})

人口 39bl人 土地両手Pt 138639苗 耕地両税 15q口苗

汰,斗地化 全部可渦 鞍朴抑!k 不東沖

旅r一区両駅 3DDD万前 代講･yi現1_而f只 的2008n平方公Iql

式
斡

琶
悼
杏
件

年降水禿 368毛米 干件疋 1.5 年日照吋敢 2?00小吋

年栢射息_R h5叩兆!.Ft/平方米 年平均油圧 8.4'C

元郡朔 156天 >0-C駅混 332n■C 235天

>10'C根温 2R2∩一C. 155天

式己
矩具
其各
鳩的
令

姑件

住用 1877平方米 冥強茎 300平方米 其乞虜(也

括序虜､厨房､工具虜等) ln54平方米 式栂池 13O8コ9苗

主要悦著書没各(zOO元以上) 35台(件) 扮偶 18万元

求机具 15台(件) 仰情 20万元 同定嘆声急熱 158

国

蘇

令

作

同別及人取 E]本'/年

合作内容及方式 合作内容:砂地治甥弓牙茨利用共同研究

合作成殆 双方長城合作五年,刊印丁中日成果各2年

同

内

令

作

竹位及人数 4十中位共33人

扮作内容及方式
建立内?.古毛名案沙地牙茨毘泊研究中心工作机杓,

各Bl位束此工作｡

物作成放 紡作成放舟若,互相支持｡
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己策定成県政売木平 己強岐策定5頂,辻同罪地区先濯水平

主要成果名称及訣突付況

l公格流汐鞍合防治技米式姶

2滞地神革式的

3韓送両派式娘

其宅沙丘-t掃式弛

己公許箕素鴇文机禿附主要桧文日東 一敗刊軌2二攻刊軌】2

山根奇才名称

l毛島責抄地功杏肺析(中､日文)

2毛烏崇沙地劉ヒ及衷批評米的茶冊牲研究(中､日文)

3毛名案沙池井箕整治研究中心研究根告

柁｢庄用成果敢蒐及主要成県名称

1汚地神草

2公絡流沙集合防治技禾

3輯無我栢

其乞衣牧林全面箕展建立家庭牧塙

成県拒｢庄用放棋 的150万言

推｢庄用成果的増戸頼益

1神苦竹戸川80万斤

2楊項3万言

3複印造林10万言

其乞

注l以上各項指〟七五J'期向
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河手英二:

'i･.:i.
一ヽ

/i

式強区主要書加入員嘉

伊常体脚絶好院所､内幕古水和脚

/*祭_I:'5.{'無軒--患棉槻ヲ.
＼y<｢

＼ 姓名 世寮
観ヒ

現岬

尊北

耶珠 取昇 節押位 紳敷

(a/辛)

射地要

堺目

式区

婦人

舛洪林 罪 47 大判ヒ

沙脚飼

脚河和

井伊岡

糊研 研脚

･中e;9流人

全年 押印糟理俄

キ斗学院

頚研

究内容

允売人

待哲定

主

貫

棉

技

人

艮

金常元

田有昌

男 52 大学植物 革喝も受 南紀諾串柿 息講師

研怨可主任

伊仲村柿 全年 科研

罪 55 中寺林-亜 林北 閉研 内草附斗院 全年 梢研

節 罪 47 大学治沙 軽済林 刷研 内常附ヨ院 全年 杓研

郎太平

棉

先史君

罪 32 大学治汐 果坪 朗研 脚･7院 全年 才斗研･

罪 3け 大学草原 革場 エ研 珊析 全年 科研

女 2B 大学治沙 句象 助研 内幕肘斗院 全年 科研

高村

先史写

馬較

罪 36 大音軽済 柵筋 未定 †卿 全年 寺滞‡茨管理

罪 2B 大学草原 草原 其研 内常古絹斗抗 全年 梢研

罪

_Ti

罪

罪

罪

罪

罪

27 大学治沙 申出戯

慨宅桔

英研 内貰洲,l院
J%年

杓研

弄訊 32 大学治沙 肋研 内辛か附弓馬 全年 羽研珊

和子浩 36 中や慨 未定 内柑軒斗院 全年 群研

共労

柘治忠

派李平

原虫発

棚洗

37 大専作材代将 栽栂 エ円挿 糊口怖 全年 梢研

40 大亨水利 棚j エ耶 研附噺 全年 梢研

2? 大学卿j 畑水利 二田師 内隻村ヨ所 全年 梢研

28 研究生冊珪志 掃出益 胡師 内賢財津 GOB/辛 科研

-)i
29 大雪一糊 栽増 未定 桝n㈹肺 全年 柑研
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村長三

式漁区主要技禾､短所相掠裏

頬日 ``七五”
四年平均

1989年 1995年

柿

港

此

熊

令

作

物

息戸(公斤) 75,000 BOD,OOO

音戸(公斤) 1D7.I 4n8

人均(公斤)

主

質

棉

阜

作

也

神葬(1)‥尽チ

単戸(公斤/苗) 1川 120 4OO

息戸(公斤) 55,OOO 68,000 40D,ODD

稗英(2)!小麦

単戸(公斤/盲) 70 75 400

息戸(公斤) 14,On【l 】5,DUD 20n,000

主軽
防
作
買物

神葬:瓜葵

単戸(公斤/育) 2.2DO 2,OOO 之,50q

息戸(公斤) 110,OnD loo,OnO 750,OftD

主切

栄
-T{物

I

和英l何科玉米

卑戸(公斤/苗) 180 200 750

息戸(公斤) 108,800 120,OOO 1,】25,OOO

主油

罪
畢物

神葬:草花

早戸(公斤/苗) 90 8O JOG

息戸(公斤) 9,080 8,Dロ0 34,OOO

林

果

北

主

辛

軽

節

林

木

神葬(1)7123革果.

樺戸(公斤/音) lワo 20t) 258

何軒(午) 6 12

息戸(仝斤) 5,79t) ち,O8O S8,8Q8

神輿(2):葡萄

居戸(公斤/苗) 168 200 250

朽齢(辛) 7 13

息戸(公斤) 3′2OO 4,ODD 20,OO8

14



頂目 ``七五”

四年平均
I,89年 1995年

柿

県

並

主

質

柿

木

村村串柿

耳鼻車(舛) 1.笥 も.D ち.I)

苗戸生食走(立方米) 0.5 0.5 D.5

息詐鉄泉(万立方米) 0.0292 0.0352 O.0738

葬

蒐

北

育

敬

北

羊尽億敷(只) 200 1′20O

羊単位数/川0音節地 10 13 21

出世牽く9i) 15 20 LSD

存桂取(只) 150 2Dt) I,200

神葬(1)J羊

敷景(共､只等) 20口 1.2OD

出世車(,”) 15 20 150

神葬(2)

取充(共,只等)

出巻車(,Pi)

求

戸

丑

神葬'亀

早戸(公斤/苗) 2.O 3.0 20

息戸(公斤) 4O 60 2,DO打

息戸値(万元) 16.31 18.80 81.20

衣

也

戸

債

柄

成

稗
格

並

戸債(万元) 6.74 7.28 5l.30

占(舛) 4l.32 38.30 83.18

罪
汚
北

戸債(万元) 0.37 0.50 4.00

占(9i) 2.27 2.66 4.!3

林

県

北

戸債(万元) 9.2r) ll.18 25.90

占_._(9i) 56.41 59.04 31.98

工

即

並

戸値(万元)

占(,”)

15



横目 〝七五〝
四年平均

1989年 1995年

汰

分

水分利用車

(,”)

自然降水 i)0 6t) 85

前栽水 5-) 50 80

主要根食作物 水分利用弗車
D.27

o129I
I.1

刺

用

状

況

(沖美1) (公斤/葱米･首)

主要軽防作物
水分利用戦車

(公斤/宅米･苗)

ら.1 5.5 6.9

主買切耕作物
水分利用鞍車

(公斤/葱米･苗)

0.5口 0.55 1.25

舵

耕一

ia'

入

及

輯

化

肥料利用車(舛)

輿

碍

甲

有机児投入
折柁(公斤) 2DO 30D

占息投入(,”) 90 98

元机児投入L
所托(公斤) 10 13

古見投入(舛) 5 4

舵

兼

輯

化

鞍

車

戸投比

浄横倍(兆焦/早)

有机能投入東(兆焦)

充机能投入兼(兆焦)

有机能/売机能

光能利用車(,qi) 0.ち O.b5 I.0

柿

穐

状

況

林革帯糖度(9i) 20 30 35-4D

土坑侵蝕搾取(喝/年･平方公里)

吹田土特有机成合禿(舛) <0.3 <8.3 <0.5
1

地下水億(米) 0.5-I.5 0.5-I.5 0.5-i.5

地下水水斥(輔敢盆)(童克/升)

注ー 溝注明帯封来源

※附未済料来諌チ毛名東研究中心各年度研究根告､エ作息籍｡

附嘉三′ 1門5年迭到招掠乾宗掠式区面挟5,60D古面釈廿｡
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添付資料(2) ”八五D期間科学技術研究項目 建設書

"八五'”買(B1科技政美項目

達 蚊
_辛

項目名称もち貴沙蛸合藷空号令空利用的研究

草花単位:内家書自治区科学誌木委員合
I I

-九九:I;.年十二月二十Ej



-､項月名簿.

毛名東汐地譲合治理号令頚利用的研究｡

ニ､毘内外科技水平和去鹿追勢丁

土地沙美化何題己威力当今世界十大㌣重向居之-｡乞威妙音人美的生

存杯境,己引起人糞的美注,治畢淀汐､侠夏自然生玉平舘,是刻不審窪的

策略和方針｡

方案､英国､以色列､日本､汐帝阿泣佃､挨及､利比重､阿粒伯酋貴

国､巴基斯坦､印度,科威特等執 事在軟投牙展沙漠論理与利用的研究｡

生物固沙.机横国汐､化学西砂等家令技米持淀,蔀己取薄根大逆展｡

我国Dし五十年代牙始,在芥栄治妙寺家扮助下労農辻葺合萌査及論璽的L

研究,在生物圏抄和生物与軌械沙倖相結合荒壁沫沙方面成数量著｡利用て

机簿帝治華中偲砂丘取待良軽費異,･局寄地区也曽采用化学乳剤固沙的方法

井既宗了諸費生態｡

砂漠牙菱和用方面,一中国林科院在名主布和砂漠近縁′ 辛冒科学院在中

ヱ沙竣美希椿里砂漠引責,′麦展林並及其他軽折桂功,己取竿較明星的成東o

近凡年来内蒙古毛烏麦沙地牙麦豊治研究中心与日本千早地譲化利用覇究団

(由日本12所大学寺家皇底)ノ 在宅名乗沙地連行砂地葺合韓軍号令牽制用的

研究′ 仇砂地自然界葺的萌査､功志生絹､水努平舞､主貢抄生桂物生更生

志至妙地綜合治聖与合壁利用.･這1'1基確性的工作与鼓木牙蒙頼請合的研究.,

也取帝展枚的成敦｡

軽南砂社､論空与利用相結合是砂漠論理的息是努｡

三､譲項目対毘宗和也方短済泉尾始ま大意文:

毛名乗砂地是表書安易論理的抄地′ 面iR幼主万子方公里,･霞目蔚衣牧

区室訪･落潮改革中･由子土地車包到戸,近TL年来.･当地正L,'L戸力単位罪責

利用沙池′ 其港囲之.ド.･己産迂了居史上任何-十吋期,･特別是以机輯買取

地下水､引連倍琵衣此方式重苦稗雀曲,使自然競設的尊宅書牧並蓬房向弄

蒐並与梓檀並柁諾･合的書鞍並麦展｡迂是一大還歩,･認許己兄,q)崇高的;i済

-
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喪主｡恒是,芳麦利馬不15琵合冶空相合､
/=L芋粥地濫用沙地地下水茨漂敗

不住可能重箱尻史上打大沙社的危澄而且可最早乾田史上拘束出現ii的地下

水講凍祐葛､土媒藍漬化的戸重夫書｡土地抄叱対毛名乗汐地目前冒安正在

建竣中的碑府溝田､京監煤田､以盈交通､巨漢,通珊預施専也是戸重的威

息｡田此,･牙展葺合理号令理利用的研究_･任欝余性的牙友利用建立在科学

基奄_t･,同時在研究中建立抄地綜合汝撃号令璽利用的示竜洋凄･包括建立

以故戸カ単元的伏他家庭牧場､民社家庭衣場単式,以便在汐区｢乏的音速

推｢,使沙区自然条件向良性循杯蒙展′ 衣故民安富｡保持沙区媒田牙麦及

其他=才､交通､達哉授確約安全｡

巨萌抄牝､治葦完汐,合壁利用砂地釣鐘弄薮益,技抄区川万戸,以毎

戸毎年圭少増加牧人5D口元汁,･則毎年不下5DDD万元.而且可以漠少工軒､

交通.能普等事並的鼓朱美褒益更大

四､預期日蕪(含分断皮目韓)及分弟英美方案:

y八五”期何重立砂地葺合論空号令軍軌胃示荘斧額一社,･面釈カ52DOO

音′其中集約隻告辞塩高費窪訪桂物基地1DDO言,･年戸債200万元_･建立洗

隼家産戟壕2戸′毒戸戸偉1万元o

(-)1991-1993年′ 在52080盲面歌中以生物結合机械沙障カ主,侵近

3008D盲.琵汐雀被覆主宰迭到30-409b'
,使荒汐再列固定:以朴捧持逼伎的

10008苗半国定砂地檀家覆義幸迭到48,qb';連迂岩音ネ卜括伎近8080盲薄地享

窃声量仇富戸48公斤〒草迭到1000公斤以上e
-5此同時｡升故事分享坂道1'1

乾戟｡

軽業完書10D8富士地衣胃基本建設,包括完善防辞林倖宗､水利没施的

配奪,･土簸改良等.･建立温三100D平方米,大藩300,0平方米｡完善砂地葡萄

栽培基地.･芦芦義墳墓地,芯弄律子基地.

在現有科鼓扶持家産坂戸中′芹迄2戸推力重点特技扶持堵芽的薄象｡

(二)lMi-1?95年.･初歩建成52UD8富毒舌示詣岸壱｡芹境内防民国沙

林俸素量車重成′ 涜抄得到固定′檀叢覆蓋享亀定在iO,qi南o薄埴亭玩歪土

--2
-



珠軟良,簸畏帯革坊生声量夕卜･其中129uO音符作カ発展有史･4防護物的盲

各基地′ 連行友田基本没妄的重役｡

好期集約空曹1DD口盲的葡萄基地､声貫基地､花弄神子基地己蔓延成,

葡萄､芦声戸品格速市加エ,投入市境,預汁年戸偉20D万元.

伏社家庭故塙､盲群籍朽､土地利用告杓孟子合空,涜沙地籍罰綜合論

理,盲副戸品浄収入年均在1万元以上｡

胃袋上述庄用升麦研究,自始圭終連行必要的-些基砥性エ作_･如式姶

地自然条件的功志盟対′ 包括砂地形志,桂故清雀,水黄葉消去､土壌水､

有机炭､庶カ変化､汐地孜小宅僕等等.1以及防保林俸宗薮益的蒋定,土地

合聖和用敦益的萌査,汐区社会豊前萌査′ 提出砂地譲合論理及合葦利用的

各項研究捜普及諒合研究捜告o

在室十研究迂荏中,韓孝か各稗形式的科学鼓禾埼yTT,包含.%診鼓木′解

雇此技米､弄窟並鼓禾,-配合当地,皇崇不同長次的人員.･琵受託木培訓o

`′中心”科技人員′也韓分別深入三戸,分別帝助辞余輩窪科学鼓木,持分

敦富｡

五､技禾連名(エ芝蕗鼓)長所需美隻没書:

毛名案砂地主要是洗車砂丘与丘向洋地相両分布.L 丘向洋地建下水世態

高,多雨年僚地下水可上升至地蓑′ 芸重在丘(E1盆地中形成季苛性駅水､塩

薮受滝致死o 由子長期遥轟放牧､薄地革壌土旗芹不罰朴賃､庶力敦塞,困

面草境生戸辛敏低｡芸子毛烏麦砂地送葬砂地形志和地下水貨落手言ゎ鞍点o

軌采取大聖机桟持沙丘中上茅汐源捻圭丘向盆地,
-方面覆鼓剖涜汐爵位的

地下水相対畏高可鼓利臥 男一方面′ 鼓墳丘向盆地地下水位楯討幕低′ 不

敦軟水滝浸撞･%:反而可更合理利用o送岸,鎮護治空的講和砂丘.･在抄樽

抹軒下,稗雀沙持巷物如羊乗､託樺､沙蹄､黄節等伎共済定.三何盆地藩

斡豆科牧羊改良土嬢,注高草萌生戸力,佳祐空与利用f=･合近来c注是討毛

名案汐地中､去期,大竜馬治茸与利用具有韻略意又的抜本峯浅｡ ”八五け

期向蒜配盲犬功幸経土机2台′ 短期作出1-2万富示琵区,･作カキ土質大面
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歌論碧的倍笠o

沙地帯麦利用者重違算遣干砂地菱展的高･*尊済笹b,現己碗定的沖美

青葡萄,以敢造望品沖カ主･韓束加エ葡萄汁､葡萄凱声芦白菜冒引入稗

チ,芦品加エ譲美,･争取外凱苑弄幹子可内萌或外覇｡主要技木蕗妓是斉

逸品稗,集約禁書｡需要授与カ温呈.塗料大槻｡

六､項目和名沫長由三雲研究内事!

(-)鐘高砂埴土凍思力的研究 包括豆科簿Be塩物･･琵用衣家歴,乾末

寺増加士族有机虞含量以及箆高施用克軌思料給費車｡

(二)地下水茨源利用和音茨方式的研究,･提高地下水利用焚皐的方式,

遵免水菜薄的浪葬,防止日暮深不当引起土壌盆潰化的不良鼓果｡

(≡)汐地防民国沙林倖宗的建立及其鼓益的研究.･在民往研究基磯上･･

巻貸研究其防辞林帝籍軌辞林塩成及長雀防軒教主的林分轄拘和造林鼓木｡

(四)汐地多弁軽書的芳箕研究,･重点通辻建立葡萄､芦芦､衣弄神子基

也,提高砂地利用軽添乗益｡此外,迂遠1'1引希果靖､瓜実､蒜菜､伏良牧

草,伺対等的中徳和猪､鴻､免､垂等的弄建′ 以及-些戸品的加エ｡

(五)伏社家島牧境的建立,以戸カ単元和用柔包的土地､書群;加以科

学技木扶持,指号､萌整土地論理-5利用法稗､盲許諾杓､才斗学望誉官軍等

建立俵it模式｡

(六)防止天然事項退化､提帯革功利用率的研究

以上是毛与棄汐地区域共性急需牙蒙的一堂庄用牙麦研究深更o寓染上

途庄用牙麦研究,迂必要同吋牙麦必要的基砥性研究o主要有;

(1)砂地水分都築量平策研究

く2)式泣区汐社劫志的監溺及合空覆蓋宰的研究

(3)主要汐生櫨功生空室志帝征的研究

七､本地区内伏勢(机輯-一研究技米人艮､科研成果､美春､条件等):

汐地誌空与利用的研究′ 是一項杯卓俣野具有.TL迂社会公益′局期軽食

的梢学研究｡内蒙古朽葉､林北局､伊克昭盟公署早在19S3年読書手塩合内
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蒙古林科昆､伊里林並治抄研究所等単位在宅烏麦抄地濃部的与亭旗印克石

本建立丁”毛毒素砂地牙箕整治研究中心''法十=作机稗3D余人少､事此項研

究o在大湊深姓有13万余富式泣地,其中固圏5.2万富′ 先后建立了エ作人

員宿舎､エ作宣.食堂､美妓呈､小型温呈,有水利､照明専攻琵o 1986年

-19B8年以鳥取大学沙丘利用研究所幸美′
京都大学等12席大学参加,包成

千早地鋒化利用研究団,先后有36位科学家携苛竣古来”中心''考究方透行

現境食滞｡ JL年来除初歩論理涜汐4万余富.建立定式泣園､異国､瓜英､

領事伺科稗笹境地外′正和日方合作,囲裟庄用牙箕研究,這行-些基砥佳工

作,.如砂地小宅侯変化′水茨源利用中的苛水泣監′主要沙生塩物的生壁生志､

涜沙移功妃律,･地下水功志変化､抄牝禎成及功志預蹄等取得丁初歩的成果｡

在日本出炭7中日文柑学冷文集四鼻｡日方洪入浸鼻元隼提供供”中心''共

伺使用,･克美了水.土､壌功､砂地地面監沸等式投授与和計算机達筆工具,,

売方現有高扱既存研究人員6名,中級取･*研究人員10名,初薮研究人

員16名｡ v中心''己初具牙展正常研究釣鴻式,交通､能5.､芳各以及=作

人員的生活浸徒費偉｡ 1988年底与日方冷淡,望自治区敢府批堆,中日合作

又空襲三年(1989-1991)o

八,青汁重責和地方及毒手加単位内匹巳投売情況:

預汁”八五''息重責カ450万元(不包括日方元貨提供的没各)′ 其中･

争取地方有美単位匹配設貿･15ロ万元,･参加単位均宗事故虜包千早位,討社

会公益研究投茨抜目粛清況看有一定田津,但人員=賢帝寄分朴助可由原単

位免責｡田此建蚊”八五”項目国家投貿300万元｡

九､車重単位和掛作単位:

建蚊本項目q3由”毛名案沙池井蒙整清研究中心'′東担.

主持単位:内蒙古林並科学研究院｡

参加単位:内定舌水利研究所､伊克岡里林並冶.抄研究所､ 内蒙古大学

生物宗､内蒙古林学院治沙京､名草旗環克芥木,摺琵琶宝.
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添付資料( 3 )毛烏素沙地総合治理及び合理利用研究の進展

内蒙古毛虫嚢沙地宴会論理

与合理利用研究約諾展
娩洪林 産茂彰

l‾

(内蒙古林此科学研究尻)

-､研究背景

(-)研元日助及曳訣机輯助産立

毛名東沙地是我国主要沙区之-,位子守永多斯高原京甫蔀,埼内蒙古､

扶酉､苧麦三省･区/息面歌釣4C,800平方公里′其中三分之二分布雀内蒙古

伊克昭見境内｡由子以自室監沙着力基磯以及周囲上京薪ま声泣卑赤系沙屋

約分布餐夙放和水飽併用'手首的_沙薄形成丁毛与素汐地'両千早､夙多夙

大等自然国東的彰鳴′.以及序史和哉代人力不合理釣牙塵壌采,巌牧串原臥

又便沙牝土地両帝違帝g一大,専薮原ヰ兼葡鎗生毒素或遭致碇杯｡毛馬素沙

地鹿部的卑官凍沙社章度貫力乗出'全潰11'川平方公里JL乎全奇妙牝,其

中fE重汐他的洩功砂地起立49?6｡

力丁迅速治野毛卑素沙地,軽萌土地汐牝,改善当地杯境条件,食理科

用砂地光､熟､水,土等焚薄,畏高砂地主戸カ′麦展沙区生済的科学鼓禾,

1983年ie月,内蒙古科学抜本委員会､内蒙古林並庁,伊克呼盟各署軽辻港

立J東食決定在宅申熊田克券未境内建立内蒙古毛ち貴沙地牙畢生治研究中

心′東担ほ卑貴沙地尊合姶理号令理利.用釣研究〉項目｡参加本項研究的

有内蒙古林地科学研究院､伊秀昭盟林並治沙研究所､中郎斗学匠圭舛沙漠

研究所(1!84年)､内蒙古水利科学研究所､内蒙古大学等単位的科帝人艮｡

1.9C;午,軽連中国布目本科学京互訪J在毛与素沙地茨疑考察和漁淡J

双方先后笠定丁力菜六年的姶沙科研合作汁瀬｡日本方面以鳥取大学干嬢地

帯究中JLt力代表,色合跨学鞍､多学科的科学家'仇1986年起'双方科故人

艮在宅卑黄砂地牙麦整*･研究中心遼行汐地幕合治理与合薄利用的研究.,

研究中心地姓毛毒素砂地巌帝,在中央､自治区以及地方有美部n的支

持和全体工作人員的努力下′ ”中心”臥元到有,目前己建立起工件宣､裏

故室､宿舎､食堂､序房等是朱没施鈎2431平方米,逐歩解決了交通､能薄､
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漣訊､式投没各専没漣､倒造了牙展哉泣研究的工件条件｡

(二)式姶地自然特征

毛島東砂地方発蔓治研究中心式栓区在宅毒素砂地中具有相当釣代蓑性｡

官位千束軽189o 2'11O9o 17′′北劉8o.57'-39o lJ向,海技高1200-1358

米｡地面由沙丘与韓地相何色戚｡息両界848O余公堺,其中涜功沙丘占4296,

宵定､半固定沙丘占339i,丘両群地占259i｡流功主要安西北風影鳴,多力

東北一⊥西南走向能沙丘壌,占沈功沙地的579b',高進十JL米室数十米｡其余

力中小型或艶立貯新月型沙丘｡固定､■半声定沙地地形比安平窪,､相好有蓋

敷米至十数米,帯地地形平坦､高基JL十度米重赦米｡

毛馬素沙地家居内院,属温帯大粒年債｡式故地区年平均藍度6.49i,

>10℃堺温2ぢ90'C'持襲期155天,年日尽吋鼓290O小吋,年平均大田輯射

息圭6568兆焦/平方米,年平均降水量360毛木,年交車鈎在158竜米之向｡

降水SOタ古臭中干6｢9月,菜食丑2300毛米,干妹度l.5｡

式故区年平均見渡3.3米/砂′年大兄日放20.4天..蕗沙日放54天,珍

暴日･16天'最大角立迭25米/秒｡大兄多在四､五月何,以西丑夙力主,夏

季盛行末南風｡

毛卑棄汐地′地下水兼帯比較手首･･分布常軌但不野禽,浅農水息椿

亭主12O柁喝′主要簾大宅降水朴鎗,卦算土多年平均カ14危噂′地下水-

泉水庚較好す催度毎公斤小手1克｡哉漁区地下水位在多雨年僚可迭地表′拝

地俺達姓期有軟水｡千早井向洋地地下水位多在0.5-1■.5米向｡

毛ち黄砂地士族塩せ駐汐地基一度竜定性而有所不同｡涜功汐地士族長音

不明塵'‾ 但干土居士族保持甚鞠, 埋骨称美分荊有希薄( Artemisi&

sphaerocepムal&) '､.汐米(AgriophyuuJ”_＋enariu1)､ ■沙竹( Ps姐t10ChLoa

Vittosa),草葉(‡edys&rl皿ZLOn901ictlJl)等,笹薮音盤度偲干59i｡国定沙

地地表有犀鈎1度米的青草韓皮,土居後塵表音,但1.5米土居中速体長待干

煉｡凍故分別由油幕(A･ Ordosic&)､梓条(Car89alla且icrophylLa),臭柏

(SabiT18 Vu198ris)等力建群帝塩戚,巷寅吉孟率38-509i｡半田定砂丘的土

壌､礎被介手鏡功和韓定汐地向｡丘向韓地大小不等,主冥土妹有汐庚革旬

土､汚浮草匂土､壊化霜浮草旬土等,土壌飯粒含量鞍多ノー農事具有薄青居
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井有据東屋虚不沈内分布.雀披主要産辞林分別有幼子茅( CalaL”grOStis

epigeios)､寸草(Carex StetlOPhytl8)､芸芝草(Ach皿&theru虹SPtendens)､

瑳茅(Pocci吋Ii8tendifcui8)､電荷(Ivis ens&t&)等,凍敏覆並率481

右O,Qi｡由子辻度放牧､韓地帯啄大多姓テ煉､希的濃化状姦｡

(≡)(哉投区社会餐済概況

域故区所在地的野克寄木拐有土地1,S43,780苗｡人口カ3961人'共1001

戸′戸均3.95人｡毎平方公里平均2.8人■,毎戸平均輔有土地1775盲｡ 80年

代初,衷村牧区連行鐘紡休耕改革′推行一草萄公有,東色毎営'牡育伸介'

戸有戸.券”的生戸責任軌故大地萌功了衣救民的生戸我欲位,使分散居住

在抄区約束牧戸,在享有15DO-5000苗使用叔的土地中,牙展凍材造林'防

見舞針■逸拝土庚較好的土地,帝展根食偉物､伺華燭科､瓜果芸莱; -弄姶

打壊妨史上串⊥傍親書故地和白然放牧封筒式釣鐘膏模式′音量誉幼帝点是

r芝利用地下水栄藤麦展稗雀･並｡一家林丑的迅速芝展,便法了育牧並的蒙展｡

1983年4:'赤木人均沸有6只手早位,.1998年全赤木人萄25.･4只尊卑位｡一億育

英数所以能事増加,主貰是速達軒雀並牧訣的甥革伺科'朴債牡書越冬度春

的領事科.･肌市大大減少牡育冬春釣死亡卑｡群余的粗食､瓜果､叢莱自給.

率増高,人均収入1981年力乏18元,
･1989年カ640元｡ l

蛋上席蛙′毛名草沙地是売国大面堺内陣砂漠中光.,熟､水､‾土等自軒

黄源戟力幸吉市且易干牙炭利用的汐地｡当節毛馬素沙地中儀沖府媒用､･汐

地京線的宗佐保田.､京北教的確希森常田正在大規模熊井麦;相良的交遷､

通報､･没施正在加奈共建,毛与棄沙地腹静的天然頼費浮,知合同室汗韓戯

天然碑正在軒大井采和加L=｡国家法些重大工程的建僚都農展,葬資格要求

毛鳥東砂区就地捷供衣､林､牧､胡戸品,同吋也必定要求加速砂漠拍聾′

清除汐杏威厳,以保障壊地区杯隻的改善和工家政的麦展｡雨竜卑棄沙地牙

麦整研究中心的建立,正長速一地区家令治理号令理利用的先専｡

二､研究濃尾

毛ち素沙地治建部利用日研究,迂去僻童子串柿神事J増加砂地笹薮養

生率,法好子防見回抄,栓封土地沙牝′充疑十分重要,井且在韓多地方見

91了琴丘的教具｡毛名乗沙地牙炭豊治中心建立后,■突破了-些国有釣若月′
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替玉加襲了砂地幕食治理.,探索芳菱和用途径,同吋結合逆用牙茨研究′連

行丁-些必要的基鵡性工作｡臥両便毛馬索汐地研究工伴走上牙麦庄用研究

与必畏的基磯性研究相培合的遭蕗,喝カカ当館毛与貴沙地群余箆大牙盆提

供琉宗約廠各和食治久用的科学併据｡

(-)砂地寄食治理的研究

1､汐地防辞林俸素的建立｡

枚だ砂地不同莫塑｡胡座建立不同林沖,俊英形成伊野林体系｡在式姶

区通達人=栽培,建立了淀沙地防民国汐林､薄地革額防辞林1OO8公堺'現

己見封堺量的防軒数益｡･

2､公藤涜汐集合防治鼓禾研究

采用没畳沙符号栽培肖沙獲物頼告合,防治各港菰沙,取得丁明量的敦

果,当年或控朝丁流沙好公藤袴壇′保立丁迭段公序年額鞍遭元阻'此堺抜

本在毛毒素砂地己音義推｢庄用｡

3､1韓地神草式栓

在選任汚地革境野帝豆科牧草草木辞(二年生),毎公堺鮮革戸主可迭

30O8O公斤′除年債革外,其祐競落叶和虜た扱高,対改善帯地土壌疋力有

明屋敷果｡此瑛鼓木己在研究中心及其廊近地区音速碍F-o

4､涜沙地卓立草葉刈革境的研究

在詫功沙丘上宝接建立草葉朔草坊200公敢｡其件属除筒沙外′ 丑可剖

取帝分横条件力牧草,井有司干草柴兼二年的萌蕪更折｡

5,同沙蔀材料式睦

利用栃青乳剤､雀生類偉小面秩国抄哉姶′其中埴生袋敦畏敬昏'席清

雀生食,即用尼尤等境南成国状口袋′ 内装保水剤､思料､帝子等,可保荘

単発神子正常出雷,又有国抄的沙陣借用｡転青乳剤在一定吋萄有声沙功能'

不受鼠,免力害｡但常連一歩改遭神子萌発条′拝見蛎青的這宅､透水能力｡

6､抄地草頓知区乾教戒蛤

.g区希牧哉鼓舞要満足牡畜放牧,又要有利干草玩檀被的依鼻,旨在探
索最住的放牧方式｡

(二)砂地合理利用的研究
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本瑛研究者王操吋造宜毛名車沙地麦展而軽済併任又較帯的辞凍此郵券

産地｡稗橿並方面近JL年引稗栽培丁寧果､梨､葡萄､山硬,棉妃､京菜､

瓜莫､花井､筒草傾料,粗食偉物等,軽辻凡年的初歩拝逸比較J仏力-壁

早熟葡萄品梓比食道成井有安居鯨景.声夢的生長戦力正常能願和辻冬'初

期毎盲可戸発芽10O-15O公斤′知能遭一歩軒大我墳,可建立生戸基地,加

工外萌｡球根巣花井知慮昌帝､部金香,陰正常生食和毛色#穐外'L薄板疋

大,有牙菱前景｡其乞北方京菜,瓜英､伺草伺科和当地粗食品神葬可麦展b

券珪並除本地牡青島希外,正在引遼周兼務､湾､免､色等′也取得丁

初歩成敦｡神桂此､券藩政的主要内題是投入軽侮,軽膏粒放､一戸債戦債｡

(≡)科鼓扶持救民.Xか家庭衣饗場

結合治理菰妙技木,衣苫栽培鼓木,引建良神社育和飼券良木,帝助研

究中心肘近攻戸建立和完尊家庭牧凄｡目前研究中心肘淀的救民,在土地宋

音､水茨帯封用方面日畠合理,毎曹売声′重曹水平正在畏高｡家産牧場軽

薪敦益198若年比1963年箆高二､三倍,治沙生姦穀畠中鼻′許多牧戸的抄牝

基本得到軽朝,其中教典型的家庭牧塙的か壕軽改正在沙区得到推r｡

(四)韓東庄用牙麦研究所連行的基確位工伴

1､水安塚利用和草薮方式的研究

韓競市水没盆,凡年来曽建築凄布地下水乗務利用和束萩方式的研究｡

告食餌宰領料､猿食偉物､議案､瓜果等的栽培,常連布津港,夢誰､噴薮,

管道潅戦与借銭漁港等的比較域鮭,濁定不同利用方式痩水焚尊敬圭滑耗､

地下水升降,土凍水分､盆分等的彰鳴｡其中音些研究成果可圭鼓用干改造

借家港親方式′起朝市水軽盆的作用.･有些研究成果荷車敏高的投入′需待

生戸軽費水平箆高后才能普及,･有些対渉及到毛与素沙地洩農地下水的息体

牙麦利用,是生戸布局決束的必要依存｡

2､毛ち黄砂地主要埴物生母生姦的研究

凡年来鞘定了沙地主要壌物如草餅､羊柴､沙米､臭柏､沙需､汐柳等

塩物的煮蕗速度帝蒸散圭′ 其結果至少杵力不同沙地英型,帝位遺草法皇雀

均及栽培請㍍提供俵据｡

3､.抄地坪境田子和議志的研究
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(1)利用策国王星迷惑敷据未済研究毛‾名乗較大港市内土地利用什況'汐

牝程度,砂地准故寄生状況等｡以速些敢寅姓理鼓韓カ基軌和今后不同吋

期ヱ星数告倖比較′棒能塩瀬毛鳥索沙地拾理利用的結果,可力生戸決東署

和科鼓エ件書経供倍息｡

(2)利用兄事件彩色虹外捷彰′竜泉毛尊貴砂地牙貴重鎗研究中心哉冶区

地表形益｡不同年骨助蓬襲鴻定,特俵牧堆境地朔新式痩地治理穀果,以及

苛故地自然済替辻程｡

(3)張番汐地夙倣､埠額､移功規年的対定｡以了解毛与素沙地在荷定見

向風速尊影鳴下,涜功汐地的安定残件｡

(i)抄地地下水､土蕪水功姦変化的瀬定′初歩研究了地下水､土壌水変

化与降水､干草持袋吋拘､雀物蒸散専相互向的美素｡

(5)汐地小宅倹約演察｡利用々､句侯双葉銘,常残額素見カ､見向､ミ温､

地温､凍土､漁度,降水､素琴､日成､日射寄与象資料,井連行辻短期汐

飽水鶏平凍的研究,沙区政小宅倹約沸察研究,是砂地治理牙麦中泉重要釣

基確性工倖之-｡

此外,汐飽食物主要書虫晋盾紛的研究, pl執務沖的研究蔀己取得戚敦,

可在生戸中庄用推rc沙地軌械的研究,振付丁沈功砂地使用大型推土札的

可布佐｡

三､ .”^五J'期向工倖重点
-●

K^五”濁拘,･毛馬棄沙地牙麦整治研究中心的工倖重点,特長研究成

果的帝位牙麦｡而韓牝牙友釣方式長井建沙地穿合示蒋祥板(模式)軒家産衣

牧境示薄祥雀｡示薄祥額有主演生志盗折教益′肴得見′ 挨薄着,易カr大

群余湊受,便千姫r首及′仇而取得額量的社会史益｡
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D-b 現場二等兵
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毛烏素沙地開発整治

研究センター 正門

竿雷雲夕_内)皇

回復した草地

(センター内)

杏

篭喜

蘇

畢 ･｢

-

T癖ミ
f

吋

㌔
Y

:'フ'r.,A.

亨きi

∴オ/土･

r‾至--
I_-I-

.Lゝ.
l

ヽす`t'ユl)･=′･〈

I

●t



::!

事

漕叔畑

(センター内)

サイロ

(センター内)

l

E息

.さJ

果樹園
(

(センタ-内) t
㌔}

&

= J･T_:

†

･1

.P
←

′i

轟､



r,

巨i二.I

匡エ!;

訪問した農家の

生活用井戸

深さ3-5m程の

浅井戸である｡

農家の藩政畑

井戸水による人力

港概であるD

自然草地での

羊の放牧

低地に塩類の集積

が見られる｡
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